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対　談 学術論文 調査・活動報告 早期離床Q&A世界の最先端を学ぼう

本邦は超高齢化社会を迎え、その対策として地域
包括ケアシステムが打ち出され、療養・介護が地域
そして在宅中心に行われることが推進されている。
その中で在宅療養者がどの程度離床すべきかについ
ては明らかでない。今回、医療スタッフを対象に在
宅療養者に必要な離床時間についてアンケート調査
を実施したので報告する。

調査期間：2016年4月23日～ 2016年4月27日
調査対象：日本離床研究会教育講座の参加者のう
ち回答の得られた907名
対象職種：看護師、理学療法士、作業療法士、言
語聴覚士、その他医療スタッフ
調査方法：質問紙法（配布）
●設問

在宅における離床時間はどのくらいが適切だ
と思いますか？（どれか一つ選択）

離床の定義はヘッドアップ以上とする
●回答選択肢

・1 ～ 3 時間　・4 ～ 6 時間　・7 ～ 9 時間
・10 時間以上

• アンケート回収総数　907

本調査の結果より、医療スタッフが考える在
宅療養者の適切な離床時間は、4 ～ 6 時間が
32%、7 ～ 9 時間が 42% であった。要介護高齢
者の研究では、10 時間以上の長時間の離床と日
常生活自立度に関連があり、離床時間が少ないほ
ど日常生活自立度は低かったと報告している 1)。
入院患者はベッド上で治療されるため、4 時間以
上離床できていれば十分と感じるが、健常者に置
き換えて考えると、働いている世代であれば夜間
就寝する時間以外は座る、立つ、歩くといういず
れかの活動をしているため、16 時間以上は離床
していることになる。これから考えると 10 時間
の離床時間は決して長時間ではなく、ADL 自立
度と相関するという結果も納得できる。地域包括
ケア時代となり、治療・療養が必要な状態で在
宅で生活している高齢者が増えているため、健常
者の離床時間をそのまま当てはめるのは困難かも
しれないが、具体的な目標を持つことは重要であ
る。医療機関入院中は治療や離床を提供される立
場の患者も、退院すれば多くの場合は自ら生活を
管理して、自ら起きて活動しなければならない。
居宅サービスに関わるスタッフは特に利用者の生
活をみたときに、1 日の離床時間が十分足りてい
るかという点もチェックする必要があり、本人、
家族、サービススタッフで連携して対策していく
ことが求められる。
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